
（会長　大西　弘高君）

　あらためまして、皆さんあけま
しておめでとうございます。あと
6ヶ月間頑張っていきたいと思い
ますので、今年もよろしくお願い
いたします。
　今年のお正月は非常に穏やかな
天候でした。私は女房の実家でリ
ニア見学センターのある山梨県都

留市に行っておりました。ここは普段の正月は非常に雪
が多いところですが、車でないと不便なところなので、
苦労をしながらも車で行っておりました。ところが今年
は何の心配もなく行ってくることができ、久しぶりに女
房の親父とお袋と話をしてきました。
　今日はその親父の話をさせていただきたいと思います。
　親父は今 88歳で非常に耳が遠くなり、会話をするの
も大変で、これまでは会ってもほとんど会話をしなかっ
たのですが、今回はロータリーの話しをしました。親父
は昔ロータリアンだったのですが、こんな身近に尊敬す
べきロータリアンがいることに初めて気づきました。
　親父は大月ＲＣのチャーターメンバーだったそうです。
40年前、親父が 48歳のときに作って、5代目の会長も
務めたそうです。そのときのことを非常に喜んで話して
くれました。私も会長をやっていることを伝えたところ、
普段しゃべらない親父がよくしゃべるようになりまして、
残りの3日間はロータリーのことばかり話していました。
　40年前のロータリーというのは、入会するだけで周り
から信頼され、非常に商売に役立ったと言っていました。
私にも「おまえもロータリーの会長をやって商売繁盛し
ているだろう」と言いました。当時はロータリークラブ
に入るということはそれだけ名誉なことだったのだと思
います。今はちょっと違うかなあという気もしますが、
これもロータリーの「原点回帰」ということで、昔のよ

うな状況にしなければいけないのではないかと思います。
　親父の一番すごいところは、35年くらいロータリー歴
があるのですが、その間仕事の関係で日本中でメーキャ
ップをしたらしく、「500までは覚えているがそれ以上は
覚えていない」と言っていたことです。しかもメーキャ
ップといってもサインだけではなく、例会にも出席して
会長幹事のサインをもらっていたそうです。これは我々
も見習っていかなくてはいけないなと思いました。私も
これからはサインだけのメーキャップではなくて、必ず
例会にも出てロータリーの和を広げていかなくてはなら
ないなと感じました。
　今月は「ロータリー理解推進月間」となっています。
これの本来の目的というのは、地域の人たちにロータリ
ーのことを知ってもらおうということですが、我々ロー
タリアン自身も含めて考えてなくてはいけないというこ
とだと思います。
　今年のテーマは「原点回帰」です。ロータリーについ
てもう一度考えてみて、新年のごあいさつにかえたいと
思います。

（幹事　成瀬　和男君）

１．本日例会終了後、1月度理事役員会を「楠の間」で
開催します。関係各位はご出席お願いします。

２．次週1月17日の例会は本日と同じルピナスにて開催
します。お間違えのないようお願いします。また、
18時からは「河文」にて第1合同委員会が開催され
ますので、該当者の方はご参加下さい。

◇１／１　各務　芳樹君　　◇１／９　河野　安俊君
◇１／12　佐藤　哲也君　　◇１／17　河合　幸子さん
◇１／18　藁谷喜世志君　　◇１／21　東　　泰久君
◇１／23　堀田　　努君
◇１／９　鋤柄　喜彦君ご夫人
◇１／11　大西　弘高君ご夫人
◇１／11　神保　成章君ご夫人
◇１／19　玉木　大介君ご夫人
◇１／22　高須シヅさんご主人
◇１／29　佐久間貞介君ご夫人

会長あいさつ

幹事報告

誕生日おめでとう

行事のご案内
1月 17日（水）は通常例会です。会員による15分間ス
ピーチ・米山奨学生　楊　　さん、当番：佐久間貞介
君、担当：会場運営委員会。

斉唱　「奉仕の理想」「君が代」
出席　会員72名　出席48名
　　　出席計算人数65名
　　　出席率73.84％　前々回修正出席率95.45％
出席　オイスカ中部日本研修センター
　　　　　小杉辰雄所長・岡村団長

１８５９回例会
2007年 1月 10日（水）晴　第25回



オイスカ

長寿のお祝い

＊新年明けまして、おめでとうございます。本年も宜し
くお願い致します。
伴　　禎夫君　　福島　啓氏君　　犬飼　芳樹君
伊藤　秀雄君　　伊東與有三君　　岩崎　誠二君
片山　主水君　　近藤　信之君　　熊谷多津旺君
宮田　隆夫君　　宮崎　　薫君　　水野　　裕君
長次　　修君　　中島　美恵さん　　成瀬　和男君
尾本　和弘君　　大西　弘高君　　佐藤　哲也君
白木　良彦君　　山口　直彦君　　吉水　正溥君

＊グリーンボックス
浅野　豊彦君　　伴　　禎夫君　　福島　啓氏君
橋爪　　務君　　堀田　　努君　　犬飼　芳樹君
伊藤　秀雄君　　伊藤　和夫君　　伊東與有三君
岩崎　誠二君　　神保　成章君　　片山　主水君
川田美代子さん　　河合　幸子さん　　木村よしみさん
近藤　信之君　　熊谷多津旺君　　久野　博淳君
宮田　隆夫君　　宮崎　　薫君　　水野　恒平君
水野　　裕君　　長次　　修君　　仲村　忠彦君
中村　規脩君　　中島　美恵さん　　成瀬　和男君
尾本　和弘君　　大西　弘高君　　佐久間貞介君
佐藤　哲也君　　下郷　卓弥君　　白木　良彦君
高須　シヅさん　　玉木　大介君　　藁谷喜世志君
山口　直彦君　　山口　剛男君　　吉田　尚美君
吉水　正溥君　　関谷　　純君　　　　　　　　

＊大西会長、大変おせわになりました。ありがとうござ
いました。　　　　　　　　　　　　川田美代子さん
＊長次さん、写真ありがとうございます。

水野　恒平君　　久野　博淳君
＊写真（長次さん）。天下泰平を願って。片山　主水君
＊久野さん、お写真ありがとうございました。

佐藤　哲也君
＊長次修さん、久野博淳さん、写真ありがとうございま
した。　　　　　 　　　　　　　　　　下郷　卓弥君
＊お写真ありがとうございました。
河合　幸子さん　　浅野　豊彦君　　山口　剛男君

＊長次さん、久野さん、写真ありがとうございます。
尾本　和弘君

＊中島さん、大変お世話になりありがとうございました。
堀田　　努君

＊伊東與有三さん、長次さん、久野さん、写真ありがと
うございます。　　　　　　　　　　川田美代子さん
＊明けましておめでとうございます。
　長い間ご無沙汰して居りました。皆様思い出していた
だけますでしょうか。よろしくお願い致します。
　久野さん、写真ありがとうございます。

玉木　大介君
＊おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。

高須　シヅさん
本日合計　84,000円　　累計　1,248,022円

●囲碁同好会（下郷　卓弥君）
　囲碁同好会の例会を今週土曜日、13日に開催します。
ペンギン会館にて午後1時からです。お忘れのないよう
よろしくお願いします。

●数え年　77歳・80歳・88歳・90歳対象
［傘寿（80歳）］久野　博淳君　　水野　裕君

［米寿（88歳）］小河　定彦君

●お礼のごあいさつ（水野　　裕君）
　皆さん、あけましておめでとう
ございます。新年早々お祝いをい
ただきましたことに心から感謝申
し上げます。
　今日長寿のお祝いをいただいた
のですが、精神年齢は60歳のつも
りで頑張っております。年寄りの
表彰は精神年齢からいきますとま

だ早いのではないかなと思うのですが、皆さんのご厚意
でお祝いをしていただいたことを、もう一度厚く御礼申
し上げます。ありがとうございました。

●お礼のごあいさつ（久野　博淳君）
　あけましておめでとうございます。
今日は大変立派なお祝いをいただ
きましてありがとうございました。
　代替わりということで自分でも
びっくりしている次第であります。
　今水野先生がおっしゃいました
けど、私もまだ55歳くらいのつも
りでおります。これは皆様からお

力をいただいているのだと私は感謝しております。それ
を最も感じるのは、アカンターレで若い方の仲間に入れ
ていただいて歌をうたっていることで、これは私の人生
の中でも楽しいことのひとつでありますし、これからい
つまでやれるか自信はありませんが、できるだけ皆様か
ら「早くやめろ」と言われるまで頑張るつもりでありま
す。今後もよろしくお願いします。
　それから、せっかく歳を取ったのだから人間は多少な
りとも成長していかなければいけないと思っておりまし
て、今後は体の健康にももちろん気をつけますが、やは
り心の中身を益々磨けるように頑張っていきたいなと思
っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

●岡村団長のご紹介（小杉　辰雄所長）
　あけましておめでとうございます。
昨年は大変お世話になりました。
また今年もよろしくお願いいたし
ます。
　昨年暮れにミャンマーから帰っ
てきまして、また今月中旬にミャ
ンマーへ戻るわけですが、今日は
岡村が一緒に来ております。岡村

がぜひ皆さんにお礼を申し上げたいということでお邪魔
しました。
　岡村と私の出会いは、まず岡村がマレーシアに行って
いて、それから私がマレーシアへ行ってお世話になり、
その縁が今日まで続いています。岡村はマレーシアの前
にはフィリピンに 12年余りおりまして、その後マレー
シアで 2年、バングラディシュで 15年、そしてミャン
マーで昨年 10周年を迎えました。その間奥さん子ども
すべてを日本に残し情熱を傾けてきました。
　オイスカは国際協力とかボランティアという言葉がな
い時代から現地に飛び込み、そこのために活動をしてき
ました。岡村はこれまで各国で培った経験を総動員して、
今ミャンマーで活動しております。

委員会報告

ニコボックス



　昨年の暮れ、研修生を2名連れてこちらへお邪魔しま
した。その中の男性の方は、帰国してから自分の田んぼ
用に池を作り、乾期でも稲作栽培をできるようにしたそ
うです。次は村全体に利益をもたらすため、村の人たち
をまとめて灌漑用水を作っていきたいと申しておりまし
た。
　もう一方の女性の方は、環境に優しい、食べて安全で
おいしいものをご婦人たちに教えてあげたいという夢を
持って帰っていきました。
　今年もミャンマーのことを応援していきたいと思って
おりますので、また今年もよろしくお願いしたいと思い
ます。
　それでは岡村から皆さんに対し、灌漑用水、寺子屋の
支援に対しお礼を申し上げたいと思いますので、しばし
お時間をいただきたいと思います。

●お礼のあいさつ（岡村団長）
　皆さんおめでとうございます。
紹介いただいた岡村です。
　私はミャンマーに行ってからち
ょうど10年になるのですが、こう
いう開発の仕事はもう40年になり
ます。今年私は75歳になるのです
が、まだまだやれるという自信を
深めているところです。

　まずお礼を申し上げなくてはなりませんが、昨年は皆
さんのご支援により井戸を何基か作ることができ、そお
から農場に水を送れるようになりました。また、川から
水を揚げるのにそのための送水路が5kmありまして、そ
の中の一部が非常に高くなっているのですが、そこをご
支援いただいた資金により、高かったところを下げるこ
とができました。そのおかげで川の水も非常にスムーズ
に流れるようになり、水路が傷むことも少なくなりまし
た。水路というのは、高いところがあるとその高いとこ
ろに合わせて水位が上がります。それが傷む原因だった
のですが、今ではネズミの穴があったりしなければ傷む
ようなことも少なくなりました。非常に順調に水が流れ
てくるようになりました。
　渇水期になって池の中の水が少なくなると、井戸の水
を使って農場に水をやるために、その水の流れる部分を
作らなくてはいけないので、今年の渇水期にはその工事
をさせていただこうと思っております。工事の報告は私
が直接するのではなく、ヤンゴンの事務所から報告する
ものですからちぐはぐな報告になってしまう点もあるか
と思います。本来はその工事は昨年中に終わっていなけ
ればいけないのですが、今年遅れてやらせてもらおうと
考えております。
　次に、寺子屋事業として、貧しい子どもたちのために
使って欲しいと支援していただいておりますが、これは
皆さんに非常に苦労されたお金だと聞いております。ま
だミャンマーでは貧しいために学校に教材費などを払え
ないため、お坊さんが子どもたちを支援するために寺子
屋を開いています。ここでは食事の面倒までみておりま
す。そこに皆さんがバザーを開いてお金を集めてくれた
ことを話しましたら、「それだったら、資材だけでなくて、
私たちは学校を作りたい」と言われました。私は「これ
だけでは大きな学校は作れない」と言いましたが、「足
りないところは自分たちで補う。だからぜひ学校を作ら
せて欲しい」ということで、お坊さんがなけなしのお金
をはたき、村からも寄付を募りながら、まだ完成はして
いませんが、立派な学校を今作っています。もう少し時

間はかかりますが、皆さんが支援してくださったお金を
使い、色々な人の力でもって学校を作っています。多少
仕事が遅れてはいますが、その点はご了承願いたいと思
います。
　それと、これはオイスカの話しになりますが、昨年は
ちょうど 10周年になりまして、8月 6日に 10周年の式
典をさせていただきました。ここに「10周年の歩み」と
いうことで記念誌をお持ちしました。後ほどご覧になっ
ていただきたいと思います。
　こういう様々な活動のおかげで、立派なお米ができる
ようになりました。私はこの10年、いっさいの化学肥料・
農薬を使わずに農業をやってきました。ニワトリを飼い、
豚を飼い、そういった家畜の廃棄物を使いながら、日本
で言うところの有機農業をやってきました。そういうこ
とをこれまで 10年積み重ねてきましたが、これから先
10年になるのか 20年になるのかは分かりませんが、ミ
ャンマー全国に有機農業の普及をしていこうと考えてい
ます。OBと協力しながら進めていくつもりでいます。
　それからもう一つ、昨年からは食品加工ということを
始めています。主に四国の研修センターで勉強した女の
子が食品加工をやっているのですが、最近はパンもケー
キも立派に作れるようになりました。ミャンマーの人た
ちは麺が好きで、地域によって色々な食べ方があるので
すが、そういった麺も作っています。ですから、これも
自立に向けての一助になるよう育てていきたいと思って
います。
　色々なことが山ほどあるのですが、自立と、若者を育
てて有機農業をミャンマーに広げていこうというのが今
年のテーマです。
　皆さんに支援していただいたものが、なお一層進展す
るような活動を続けていきたいと思っています。今後と
もよろしくお願いします。

●2760地区米山奨学生・学友会（愛知）
　忘年会に出席して

米山記念奨学委員会委員長　　伊東與有三

　日　時　　12月 24日（日）16：00～ 19：00
　場　所　　キャッスルプラザ　3Ｆ　鳳凰の間

　斎藤ガバナーをはじめとして、米山奨学生、学友、
2760地区の米山奨学委員会の役員の方々、各クラブのカ
ウンセラー（当クラブ　川田美代子さん）の方々、そし
て米山奨学委員会の委員長、又各々家族の方で総勢130
名の出席となり、盛大に会が行われました。
　尚、当クラブからは楊　　さんも出席され楽しい一時
を過すことが出来ました。懇親会の内容は各々役員方の
あいさつが有り、乾杯後懇親会に入り、盛りだくさんの
スケジュールが行われ、手品、ピアノ演奏、棒の手保存
会の方の実演有り等で予定時間をオーバーしてしまうほ
どの盛り上がりとなりました。又色々他国の衣装説明が
有ったりもし、
勉強にもなりま
した。そのとき
の一部の写真を
掲出させて頂き
報告に変えさせ
て頂きます。

地区米山忘年会報告



1月度理事・役員会

●と　き　平成19年 1月 10日（水）
●ところ　名古屋マリオットアソシアホテル
　　　　　17Ｆ「楠」
●出席者　理事・役員
●議題
　１．下期会費納入状況について（成瀬幹事）
　２．２ＲＣ合同例会について
　　　アトラクションはなしで、盛り上がる仕掛けを考
　　　える　　ex.クラブ親睦歌合戦
　３．その他
　　　・入会者の件　…承認
　　　・出席免除の件　…診断書の要請
　　　・クラブ定款・細則変更の件
　　　　１．理事会の構成メンバーを変更
　　　　２．定款第3条　クラブの所在地域を「名古屋
　　　　　　市及びその近郊」に変更するためにＲＩに
　　　　　　申請
　　　　３．慶弔規定に「在籍 30年以上（10年毎）を
　　　　　　創立記念例会に表彰」を追加
　　　　→2月14日（水）臨時総会で承認を諮る
　　　・ＣＬＰ研究会を設置
　　　　メンバー　アドバイザー　　伴　　禎夫

　　　　　　　　　会長エレクト　　伊藤　秀雄
　　　　　　　　　副　 幹 　事　　水野　恒平
　　　　　　　　　会　　　　長　　大西　弘高
　　　　　　　　　幹　　　　事　　成瀬　和男
　　　　　　　　　ロータリー研修委員長　　福島　啓氏

平成19年 1月 10日　（ヒマラヤ麻雀荘）
一位　　　長次　　修
二位　　　藁谷喜世志
三位　　　下郷　卓弥

平成19年 1月 13日（土）ペンギン会館にて
参加者　　各務芳樹君、久野博淳君、近藤信治君、
　　　　　小崎栄一君、東　泰久君、水野　裕君、
　　　　　池田　隆君、水野恒平君、松本奈代子プロ、
　　　　　下郷卓弥君
優　勝　　近藤信治君（87歳で頭脳明晰、体力十分、気
　　　　　力溢れる）
準優勝　　小崎栄一君（益々気力UP）
次回は平成19年 4月 14日（土）名南ＲＣとの合同例会
の予定です。幹事　下郷卓弥　

東南経済同友会結果発表

囲碁同好会例会報告


